
 

 

 

<R1.5.25 開催講演会感想> 

今回、札幌リハビリテーション専門学校同窓会役員会

長である渓仁会リハビリテーション病院作業療法士堀 

翔平先生による講演を行いました。テーマは「脳卒中後

上肢麻痺に対するアプローチの実際と実例について」お

話し頂きました。脳卒中後の上肢麻痺は回復予後不良な

ことや QOLの低下に繋がるなど、臨床場面での大きな問

題の一つであると思います。 

近年エビデンスを確立している CI 療法の概要と共に

CI 療法を用いた治療展開を詳しくお聞きする機会にな

りました。そこで、実例を通し改めて機能回復に加え、

患者様への重要な活動に焦点を置いた上での課題指向

型アプローチが麻痺手の行動変容に繋がっていると感

じました。また、幸福感に対しての視点や QOL向上に反

映している事例を聞き、職種に関係なく共感できる内容

であったと思いました。具体的な CI 療法に基づく評価

から治療の流れを学ぶことができ、これからの臨床場面

で大変参考になる講義でした。このような貴重な講演を

して頂き、本当にありがとうございました。 

作業療法科 14期卒三枝浩貴 

 

＜アンケート結果＞ 

1.講演会の内容について 

・あまり勉強した事のない治療法だったので、知る機会

を持てて良かったと思います 

・とても勉強になりました 

・CI 療法についての知識はなかったですが、説明がわ

かりやすく今後対象者が現れた際には使用したいと

思います 

・具体的でありとてもわかりやすかったです 

・CI 療法を勉強していこうと思う、今後患者と関わる

までトライしてみようと思う 

・実際の職場でも CI 療法を行なっています。道具の使

用など難易度調整にいつも苦戦しているので他院の

CI 療法内容を聴かせていただき参考になりました。

ありがとうございまし 

・実際に活用できる内容で勉強になりました 

 

 

 

同窓会の運営について 

 

 

2.同窓会の運営について 

・会の進行はスムーズだったか 

はい→7 いいえ→0 

・日程、時間は適切でしたか 

はい→7 いいえ→0 

・FAX、Facebookによる講演会の案内は適切だったか 

はい→5 いいえ→0 

 

1. 次回以降の講演会について 

・講演会によんでほしい講師、内容 

中枢→5 精神→1 循環→2 呼吸→1 生活→3 

その他:訪問（成人、小児）、認知症 

 

＜編集後記＞ 

初夏の候、皆様にはいっそうご活躍のこととお慶び申

し上げます。今回の講演会に参加して頂いた皆様、アン

ケートへのご協力ありがとうございます。 

ご講演はいかがだったでしょうか。会長の堀 翔平さ

んに講演していただき、今後の臨床にいかせる内容だと

思います。 

さて、次回の同窓会主催の講演会は秋に予定しており

ます。詳細が決まり次第、ホームページ Face bookにて

ご連絡致します。次回も沢山のご参加を心よりお待ちし

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報局 木崎 小雪   高田 ゆう   
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札幌リハビリテーション専門学校 同窓会誌     

令和 1 年 5 月 25 日 


